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表紙の絵
東京大学直線型定常ダイバータ／境界層プラズマ模擬装置MAP（material and plasma）‐II におけるヘリウムの電子－イオン再結合（EIR）プ
ラズマ（三体再結合，および輻射再結合による）．左から伸びる中心部は数 eVの電離進行プラズマであり，その境界には 0.1 eV 程度の再結
合プラズマの“前線”が生成されている．下流（右）からのガスの導入量を増加させることで，再結合前線が上流（左）に移動するのがわ
かる．（Filippo SCOTTI et al., Plasma and Fusion Research Vol.1, 054 (2006) December. http://www.jspf.or.jp/PFR/）
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